
第13章 管路 
13.1 管路：管、管継手、バルブなどを組み合わせて 
        作った流体（液体・気体）の通り道 

管：パイプ、チューブなど 
管継手：管を接続する部品 
バルブ：流体の流れを調節 

石油コンビナート、工場内 
で組まれているが、環境 

問題から、漏れを防ぐ 
必要がある 



13.1.1 管の種類と用途 

流体の 
 ・種類 
 ・圧力 
 ・速度 
 ・温度 
 ・運転条件 
 ・施工条件 
などで決める 
（基本は選定） 



13.1.2 管の寸法 
(1) 管の内径：流量と流速で決まる 

流量： 

管直径： 

流体の管内平均流速 



(2) 管の厚さ（壁厚） 
管の厚さは、使用圧力に耐えられるように決める 

t：管の厚さ、D：管の直径 
p：圧力、s：材料の許容応力 

2t<<D 

各種鋼管の機械的性質 

最低値の60% 



(3) スケジュール番号 
管の標準化：スケジュール番号 

整数化して呼びやすく 
した 

許容応力：130MPa 
使用圧力：5MPa 

これより大きくて 
最も近い40を選ぶ 





13.1.3 管継手 
(1) ねじ込み式管継手 

管の端部に管用テーパねじを加工して管と管を接続する管継手  
→ テーパねじなので食い込むことによりすきまを小さくできる 



(2) フランジ式管継手 
管径が大きい場合：管の端部にフランジを付けて、接触 
面にガスケットを挟んでボルト・ナットなどで接続する 

フランジ式管継手 



(3) くい込み式管継手 
管の外側にスリーブをくい込ませ、ユニオンナットに 
よって締め付ける 

ナイロン用ワンタッチ継手 

ナイロンチューブ 



13.1.4 バルブ（弁） 

バルブ：流れのon／off、流量、流速、圧力のコントロール 



(f) 圧力制御弁 
 （レギュレータ） 



13.2 管路の設計 
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